
ダ ー ジ リ ン の 旅

式 正 英

ネパールとブータンの国境に近 く.シッキムの谷をのぞむ位置にあるダージ リンは.インドの避暑地

であるいわゆるヒル ･ステーションの中で もその ｢J女王 ｣と呼 ばれている. イン ドで開催された国際会

議の帰途. 1968年 12月 17日ヒマラヤを見るのが念願だ ったの を理由に.ひとbダージl)ンに赴

いたo最後の峠 をこえて突然あらわれた7--ミン トロー トに輝 くカンチェ/ジュンガ山の姿に接 して,

初めて見るヒマラヤの荘厳さは正 しく期待以上のすぼ らしさであった. ダージ リンは ヒマラヤの前山に

あたる海抜 2000mを越す山稜上の都 市である. 19世紀の初め イギ リス人に.その避暑地 としての

適格さを認め られた頃は,まだ人口 100人の小村落に過 ぎなかったが,今では人口4万人の高所都市

として異彩 を放 っている.

ヒマラヤの景観に加えて.斜面は ことごとくダージ7)ン茶の茶畑 と在ってお D. ネノてリーズ. レプチ

ャ.シェルパ7,ブ-チ 7.ティベタン, ヒンズーなどその構成人種は甚 しく複雑で,宗教は多様.め

らゆる教会が雑居 して. しか もそれが平和な生活を保 っているとい う点で,まことに興趣がつきない所

である｡

シルク リか らダージ リンに至る由緒深い登山電卓は. この年の 10月3日から6日にかけ西ベンガル

ー帯 を見舞 った 62時間の連続降雨の際.地すべDや崩壊に よって軌道が寸断され不通となっていたた

は,エア ｡インデ ィ了のホステスの教育掛 bで.たまたま冬休みを故郷に帰る所であったo翌 日の早朝

から昼の間は.二つの カレッジ (冬休み中であったが ),タイガーヒル,テンジンの登山学校やヒマラヤ

動物園をど,訪ねる所が多 く,夕方になって多少悪いとは思 ったが.衝の土産物店 を案内 して もらお う

と思 って,ズンネの家に立寄 ったOズンネの家は衝の中心のバザールにあって.階下は商店がい くつ も

あるが,二階は普通の住宅に在っていた｡ズンネ自らい うお転婆のスポーツウー マンとあって.応接間

は何十 という優勝 カップで飾 られていたoズンネとその姉 と連立 って衝の商店を案内 して くれたoズン

ネの顔がきくおかげで,チベ ットのネ ックレースなど面白いお土産が安心 して買えた.何の屈託 もをく

親切にしてくれるのは.ズンネが国際人のせいをのか,その教養のせいなのか. とも角,愉快な思い出

となったO

昼下 D.ダージリンの街路で平板測量 をしている測量士に話 しかけてみた所.彼はインデ ィアン ･サ

ーブェー (インドの国土地理院にあたる )の職員で 1万分 1地形図作製に現地点検に来ている所であっ
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た｡ズンネとわかれてホテルに戻ると.かの測量士パンダ-カル氏が待 っていて くれた0 22才の青年

の父親 と私が同年だ というので一驚 もしたが.なかなかに弁のたつ面白い青年であったO ｢日本は トラ

ンジスターラジオや カメラを世界に輸出しているが. イン ドはその哲学 を輸出している ｣などとい う.

彼はお土産に線香 と紅茶 を一箱 くれたOダージリン-の独D旅は.全 く気持の好い ことの連続であった｡

今で も思い出す ごとに.心の和む感 じがす る.

エ ベ レ ス ト 飛 行

正 井 春 夫

1968年 12月11日.カ トマンズよb飛行機でエベレス ト山を見にい く. 8848m. この世界

最高峰は今,私の目の前にある. チベ ットの澄みきった青い空に映えて,青黒い南壁 をこちらに向けた

エベレス ト山がそそ b立つo

エベレス トを.現地ではサガルマタと呼ぶo有名をクンブ氷河は.手前の ロー ツェ･ヌプツェなどの

高峰の裏 にあって見えをいOたくさんの 8000m前後の高峰に囲まれて.エベ レス トは青黒 くそびえ

てしハるo

飛行機か ら見たエベレス トは.これがあの ように何 日も歩かなければならをい山 とは思えをいくらい

の.む しろ平凡にさえ見える.近代文明は.人 々の素朴を感激 を押 しつぶ して しま うことが多い｡今.

眼前に展開す るエベレス トは,近代文明の産物である飛行機か ら見ているにもかかわ らず.恐ろ しく強

烈夜感激 をもって追 ってくる｡

操縦席か ら見たエベ レス トの展望 と. この偉大をクンブFマール山脈のパノラマは.恐 らく終生忘れ

ることができ凌いだろ う. しばらく前まで旅 をしていたインド亜大陸の.あの赤茶けた瓦喋の世界 とは.

この白銀 の ヒマラヤは何 と異在っていることか｡ ヒマラヤの多 くの高峰が. ガネシュヒマール とか.7

ンナプルナとか, ドルジェとか.ヒンズー教やその他の宗教の神様の名前 をもっているもの もうをづけ

る｡

クノブ ヒマール一帯の氷河の末端は,所に よっては 4300m辺まで下 っているo しか し,大部分は

4600m以上で, 5000m以上の もの も多い｡氷河の下半分は,土砂や裸 をたくさんかぶ ってお D.i

上半分の真白夜姿 とは大違いであるo

クノブ氷河の辺では,海抜 5000m辺まで,現住民の集落がある. ロブチェ4930m, ゾンラ

4843m,.ツォロオグ4665m. ドゥグラ4620m.チュクン4730mとい うように.U字谷

の谷底に小集落が点在 しているoアンデスとともに.世界における居住の高距限界夜のだ｡
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